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明
治
政
府
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
、
教
育

の
基
本
法
令
と
な
る
学
制
を
公
布
し
、
翌
六

（
一
八
七
三
）
年
四
月
、
条
項
を
追
加
し
、
外
国
教

師
に
よ
り
法
学
、
理
学
、
諸
芸
を
教
授
す
る
「
専
門

学
校
」
に
対
し
て
、
外
国
語
学
に
習
熟
し
専
門
学
校

に
入
学
す
る
予
備
門
と
し
て
、
あ
る
い
は
通
訳
等
を

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
外
国
語
学
校
」
の
区
別

を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
設
置
さ
れ
た

の
が
、
大
阪
外
国
語
学
校
、
長
崎
の
広
運
学
校
、
そ

し
て
東
京
外
国
語
学
校
で
し
た
。
翌
年
四
月
に
は
、

愛
知
・
広
島
・
新
潟
・
宮
城
に
も
外
国
語
学
校
が
設

立
さ
れ
、
一
二
月
に
東
京
外
国
語
学
校
の
英
語
学
が

独
立
し
た
東
京
英
語
学
校
を
含
め
る
と
、
官
立
外
国

語
学
校
は
八
校
と
な
り
ま
し
た
。
公
私
立
の
外
国
語

学
校
も
八
二
校
に
及
び
、
外
国
語
学
校
の
設
立
が
盛

ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
た
だ
し
、
東

京
外
国
語
学
校
以
外
は
、
す
べ
て
英
語
に
特
化
し
た

外
国
語
学
校
で
し
た
。

　

明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
、
同
九
年
と
増
加
は
続

き
ま
し
た
が
、
明
治
一
〇
年
二
月
、
愛
知
・
広
島
・

長
崎
・
新
潟
・
宮
城
の
官
立
外
国
語
学
校
は
閉
鎖
さ

れ
、
東
京
英
語
学
校
も
東
京
大
学
の
予
備
門
と
な
り
、

外
国
語
学
校
は
東
京
と
大
阪
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

閉
鎖
し
た
外
国
語
学
校
の
施
設
は
、
地
元
の
県
に
移

管
さ
れ
て
中
学
校
と
な
り
、
英
語
教
育
は
中
学
校
に

委
ね
ら
れ
ま
し
た
。
明
治
一
二
年
に
は
、
大
阪
英
語

学
校
も
専
門
学
校
に
転
身
し
、
外
国
語
学
校
は
東
京

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
の
「
文
部
省
年
報
」
を
み
る
と
、
明
治

政
府
は
、
医
学
、
農
学
、
商
学
、
職
工
学
等
の
実
学

教
育
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
育
の
場

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。
東

京
外
国
語
学
校
も
、
商
学
の
場
と
さ
れ
、
明
治
一
八

（
一
八
八
五
）
年
、
歴
史
上
、
姿
を
隠
す
時
期
を
迎

え
ま
す
。
外
国
語
教
育
の
必
要
性
が
失
わ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
は
ず
で
す
が
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
実

学
教
育
が
重
視
さ
れ
、
外
国
語
学
校
は
独
立
し
た
教

育
機
関
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
さ
え
も
で
き
な
い
時

代
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
外
国
語
学
校
（
外
事
専
門
学
校
）
が
、
東
京

外
国
語
大
学
に
昇
格
し
た
の
は
、
戦
後
新
制
大
学
の

制
度
が
整
え
ら
れ
た
時
で
す
。「
東
京
外
国
語
大
学

は
、
外
国
の
言
語
と
そ
れ
を
基
底
と
す
る
文
化
一
般

に
つ
き
、
理
論
と
実
際
に
わ
た
り
研
究
教
授
し
、
国

際
的
な
活
動
を
す
る
た
め
に
必
要
な
高
い
教
養
を
与

へ
、
言
語
を
と
お
し
て
外
国
に
関
す
る
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
、
外
国
語
だ
け
に
習
熟

す
る
こ
と
を
目
的
と
せ
ず
、
外
国
語
を
学
ぶ
こ
と
を

と
お
し
て
外
国
に
関
す
る
理
解
を
深
め
るForeign 

Studies

を
目
指
し
、発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
精
神
は
、

現
在
の
東
京
外
国
語
大
学
学
則
第
一
条
に
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
に
建
学
さ
れ
、

令
和
五
（
二
〇
二
三
）
年
に
一
五
〇
年
の
節
目
を
迎

え
た
東
京
外
国
語
大
学
が
あ
ゆ
ん
で
き
た
歴
史
を
、

東
京
外
国
語
大
学
文
書
館
が
所
蔵
す
る
歴
史
資
料
を

用
い
て
、
文
書
館
職
員
で
あ
る
倉
方
慶
明
研
究
員
が

一
人
で
通
し
て
執
筆
し
ま
し
た
。
在
学
生
や
卒
業
生

は
も
と
よ
り
、
外
語
大
に
縁ゆ
か
りの

な
い
方
に
も
、
外
語

大
の
歴
史
を
と
お
し
て
、
近
代
日
本
の
政
治
・
外
交

の
激
動
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
読
み
や
す
い

サ
イ
ズ
の
本
に
仕
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
ユ
ニ
ー
ク
な
東
京
外
国
語
大
学
の
一
五
〇

年
間
の
歴
史
を
紐
解
い
て
く
だ
さ
い
。

 

よ
し
だ
・
ゆ
り
こ

�

東
京
外
国
語
大
学
文
書
館
前
館
長

�

日
本
近
世
史

外
語
大
の
歴
史
を

と
お
し
て
、激
動
の

近
代
日
本
を
知
る

吉
田 
ゆ
り
子
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の
全
訳
で
あ
る
。
著
者
の
ア
ン
ナ
・
ラ
イ
ン

ス
ベ
ル
ク
が
作
家
活
動
を
始
め
た
一
九
七
〇
年
代
は
、

西
ド
イ
ツ
で
も
女
性
運
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
期
に

当
た
る
。
当
時
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
批
評
は
、
女
性
が

書
き
手
に
な
る
こ
と
の
困
難
さ
や
、
も
の
を
書
く
女

性
が
直
面
す
る
問
題
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
た
が
、

ラ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
も
こ
の
文
脈
で
、
一
九
二
〇
年
代

の
女
性
作
家
た
ち
の
テ
ク
ス
ト
の
発
掘
と
紹
介
を

行
っ
て
き
た
。
ド
イ
ツ
の
前
衛
芸
術
運
動
で
あ
る
表

現
主
義
の
周
辺
で
活
動
し
て
い
た
三
人
の
女
性
（
エ

ミ
ー
・
バ
ル
＝
ヘ
ニ
ン
グ
ス
、
ク
レ
ア
・
ゴ
ル
、
エ

ル
ゼ
・
リ
ュ
ー
テ
ル
）
の
肖
像
を
描
い
た
本
書
も
そ

の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

肖
像
と
い
っ
た
が
、
本
書
は
厳
密
に
は
「
伝
記
」

で
も
「
小
説
」
で
も
な
く
、
研
究
書
と
も
異
な
る
。

む
し
ろ
、
そ
の
す
べ
て
の
ジ
ャ
ン
ル
の
境
目
に
あ
っ

て
、
既
存
の
言
葉
を
ず
ら
し
、
越
境
し
よ
う
と
す
る

語
り
に
本
書
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち

本
書
は
、
作
家
と
し
て
自
分
自
身
の
言
葉
を
探
求
し

て
ゆ
く
三
人
の
女
性
の
心
象
風
景
を
い
わ
ば
憑
依
的

に
、
彼
女
た
ち
自
身
の
言
葉
を
な
ぞ
り
な
が
ら
詩
的

に
描
い
た
散
文
を
核
に
据
え
、
こ
れ
に
彼
女
た
ち
の

作
品
と
、
外
部
の
批
判
的
視
点
か
ら
三
人
の
生
涯
を

眺
め
た
伝
記
ス
ケ
ッ
チ
を
組
み
合
わ
せ
た
構
成
を

取
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
複
合
的
な
語
り
に
よ
っ

て
、
複
数
の
女
性
作
家
た
ち
（
こ
こ
に
は
も
ち
ろ
ん

作
者
で
あ
る
ラ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
も
含
ま
れ
る
）
の
声

が
時
間
を
越
え
て
重
な
り
合
い
、
響
き
合
う
、
あ
る

い
は
反
発
し
合
う
よ
う
な
効
果
が
生
れ
、
も
の
を
書

く
女
性
の
体
験
が
複
層
的
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
ラ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
の
テ
ク
ス
ト
に
は
、

彼
女
た
ち
の
物
語
は
「
私
」
の
物
語
で
も
あ
り
、「
私
」

の
物
語
は
彼
女
た
ち
の
物
語
で
も
あ
る
と
の
立
場
が

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
自
体
が
一
九
八
〇
年
代
に
お

け
る
女
性
文
学
の
実
践
と
し
て
も
興
味
深
い
。
同
時

に
、
非
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
語
り
に
こ
だ
わ
っ
た
本
書

の
ス
タ
イ
ル
は
、
近
年
再
び
そ
の
活
動
に
注
目
が
集

ま
り
つ
つ
あ
る
女
性
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
芸
術
家
の

魅
力
を
再
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
で
、
日
本
で
は

ま
だ
翻
訳
が
少
な
く
、
一
般
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
、
彼
女
た
ち
の
作
品
へ
の
恰
好
の
入
門
と

な
る
だ
ろ
う
。

　

ド
イ
ツ
語
圏
で
は
近
年
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
活
躍

し
た
女
性
芸
術
家
の
活
動
や
生
涯
が
、
現
代
の
女
性

作
家
の
創
作
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
い

る
例
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
。
同
時
に
、
女
性
芸
術

家
を
主
人
公
に
し
た
小
説
、
映
画
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

な
ど
も
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
世
紀
の

女
性
芸
術
家
が
一
種
の
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
感
す

ら
あ
る
。
本
書
が
出
版
さ
れ
た
の
は
今
か
ら
三
〇
年

以
上
前
で
あ
る
。
こ
の
間
の
、フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
の
理
論
的
発
展
に
は
め
ざ
ま
し
い
も
の

が
あ
り
、
今
か
ら
見
る
と
、
本
書
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム

的
視
点
に
も
古
い
と
こ
ろ
が
確
か
に
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
最
新
の
ト
レ
ン
ド
を
見
る
と
、
早
い
時
期

に
、
現
代
の
女
性
作
家
の
い
わ
ば
先
達
と
し
て
、

一
九
二
〇
年
代
の
女
性
芸
術
家
の
仕
事
に
注
目
し
て

き
た
ラ
イ
ン
ス
ベ
ル
ク
の
作
品
を
、
現
代
の
女
性
文

学
の
文
脈
で
再
読
す
る
こ
と
に
も
意
義
が
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
語
圏
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド

芸
術
に
関
心
が
あ
る
読
者
は
も
と
よ
り
、
現
代
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
一
般
に
関
心
を
持
つ
読
者
に
も
本

書
を
一
読
し
て
欲
し
い
と
、訳
者
と
し
て
願
っ
て
い
る
。

 

に
し
お
か
・
あ
か
ね

�

総
合
国
際
学
研
究
院
准
教
授

�

近
現
代
ド
イ
ツ
文
学
・
比
較
文
学

作
家
と
三
人
の
女
性

芸
術
家
の
、重
な
り
合
い
、

響
き
合
う
物
語

西
岡 

あ
か
ね
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